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０
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豆
の
力
、
再
発
見
」
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に
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テ
ィ
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催
、
農
林
水
産
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農

林
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産
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議
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務
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立
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究
開
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農
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品

産
業
技
術
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合
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絡
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務
所
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持
続
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発
の
た
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農
林
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産
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際
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ム
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催
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燥
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ア
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で
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。
こ
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た
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ム
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語
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の
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や
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ッ
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続
可
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開
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を
達
成
す
る
た
め
に
世
界
各
地
実
施
し
て
い
る
マ
メ
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
紹
介
さ
れ
、
続
い
て
前
田
和
美
高
知
大
学
名
誉

教
授
か
ら
マ
メ
と
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
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マ
メ
を
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す
語

源
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ら
た
ど
り
私
た
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生
活
に
深
く
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ざ
し
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で
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本
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ジ
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ア
フ
リ
カ
、

南
米
と
世
界
の
様
々
な
地
域
に
お
け
る
，
マ
メ
の
栽
培
や
研
究
、

そ
し
て
利
用
に
関
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ

ク
で
は
、
日
本
豆
類
協
会
か
ら
ア
ズ
キ
を
使
っ
た
和
菓
子
が
提

供
さ
れ
、
い
つ
も
以
上
に
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
総
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討
議
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
バ
ー
グ
ビ
ン
ソ
ン

所
長
、
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
の
ネ
イ
ス
ラ
ー
部
長
、
ガ
ー
ナ
・

ク
ワ
メ
エ
ン
ク
ル
マ
大
学
の
ア
バ
イ
ド
ゥ
ー
教
授
が
登
壇
し
、
会

場
と
も
意
見
交
換
を
行
い
、
マ
メ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
の
た
め
に

重
要
な
役
割
を
有
し
て
お
り
、
関
係
機
関
の
連
携
と
協
力
の
下
、

総
合
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
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マ
メ
は
有
史
以
前
か
ら
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
彩
り
と
豊
か
さ

を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
基
調
講
演
者
の
前
田
先
生
は
マ
メ

が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
し
て
運
ば
れ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
マ
メ

の
道
で
も
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
マ
メ
年
は
終
わ
り
ま

し
た
が
、
マ
メ
が
人
類
と
歩
ん
だ
歴
史
を
感
じ
つ
つ
、
こ
れ
か

ら
も
暮
ら
し
に
マ
メ
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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催
 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
15

�

・
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
フ
ェ
ア
２
０
１
６
に
出
展
 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
15

�

・
研
究
成
果
の
紹
介
 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
16

�

・
平
成
29
年
度
委
託
研
究
の
公
募
に
つ
い
て
 ⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
⋮
16

巻
頭
言

様々なマメの標本（日本豆類協会提供） JIRCAS のマメ類の標本
（研究者の手作りです）
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開
催
日
時

　

平
成
28
年
12
月
２
日
（
金
）

開
催
場
所

　

�
国
連
大
学　

ウ
・
タ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
東
京

都
渋
谷
区
神
宮
前
）

共
催
機
関

　

�

国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研

究
所

後
援
機
関

　

農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局

　

�

国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｏ
）、

　

�

国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
駐

日
連
絡
事
務
所
、

　

�

公
益
財
団
法
人
日
本
豆
類
協
会

　

�

持
続
的
開
発
の
た
め
の
農
林
水
産
国
際
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｊ-

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

　

主
催
者
挨
拶

　
　

岩
永　

勝　

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
理
事
長

　

来
賓
挨
拶　

　
　

西
郷　

正
道　

�

農
林
水
産
技
術
会
議
事

務
局
長

　
　

�

竹
本　

和
彦　

�

国
連
大
学　

サ
ス
テ
イ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等
研
究

所　

所
長

基
調
講
演

　

座
長　

土
居　

邦
弘

　
　
（
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
研
究
戦
略
室
長
）

　

豆
の
持
つ
大
事
な
役
割

　

～
持
続
可
能
な
開
発
の
達
成
に
向
け
て
～

　

D
avid Bergvinson

　
　

�（
国
際
半
乾
燥
熱
帯
作
物
研
究
所　

所
長
）

　
「
マ
メ
と
人
間
、
―
１
万
年
の
歴
史
」
か
ら

　

～�

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ダ
イ
ズ
と�

　
　

ラ
ッ
カ
セ
イ
の
受
容
に
つ
い
て
～

　

前
田　

和
美
（
高
知
大
学　

名
誉
教
授)

セ
ッ
シ
ョ
ン
１
：
マ
メ
の
あ
る
農
業

　
　

～
持
続
的
な
栽
培
、
開
発
、
環
境

　

座
長　

飛
田　

哲

　
　

�（
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
資
源･

環
境
管
理
プ
ロ

グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　

日
本
の
豆
類
栽
培
の
現
況
と
課
題

   

羽
鹿　

牧
太

　
　

�（
農
研
機
構
次
世
代
作
物
開
発
セ
ン

タ
ー　

領
域
長)

　

�

サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
土
壌
環
境

を
改
善
す
る
マ
メ
類
ベ
ー
ス
の
作
付
体
系

　

�Robert A
baidoo 

　
　
（
ク
ワ
メ
エ
ン
ク
ル
マ
大
学　

教
授
）

　

�

マ
メ
に
よ
る
効
果
の
連
鎖
：
ガ
テ
マ
ラ
に

お
け
る
ビ
ー
ン
の
生
産
拡
大
と
人
々
の
栄

養
改
善

　

�Gretchen N
eisler

　
　
（
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
）

　
　
　

セ
ッ
シ
ョ
ン
２
：
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
の 

　
　

い
ろ
い
ろ
な
マ
メ
～
多
様
性
と
利
用

　

座
長　

中
島　

一
雄

　
　

�（
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
農
産
物
安
定
生
産
プ

ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　

�

イ
ン
ド
に
お
い
て
重
要
な
マ
メ
類
：
ヒ
ヨ

コ
マ
メ
と
キ
マ
メ

　

�Girish Prasad D
ixit

　
　

�（
国
立
食
用
マ
メ
類
研
究
所 

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
） 

　

�

サ
サ
ゲ
属
植
物
が
持
つ
栽
培
化
・
ス
ト
レ
ス

適
応
遺
伝
子
の
持
続
可
能
な
農
業
へ
の
利
用

　

友
岡　

憲
彦

　
　

�（
農
研
機
構
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー 

調
整

室
長
）

　

�

ダ
イ
ズ
さ
び
病
抵
抗
性
品
種
の
開
発
を
目

指
し
て

　

山
中　

直
樹

　
　

�（
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
生
物
資
源
・
利
用
領
域 

主
任
研
究
員
）

セ
ッ
シ
ョ
ン
３
：
マ
メ
の
あ
る
生
活

　
　

～
付
加
価
値
化
と
栄
養
改
善
に
向
け
て

　

座
長　

山
本　

由
紀
代

　
　

�（
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
高
付
加
価
値
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　

�

サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
の
小
規
模
農
業
と

生
計
維
持
に
お
け
る
マ
メ
の
貢
献
：
マ
ラ

ウ
ィ
、
ガ
ー
ナ
、
ギ
ニ
ア
か
ら
の
実
証

　

Y
aw

 A
gyem

an Boafo

　
　

�（
東
京
大
学
国
際
高
等
研
究
所
サ
ス
テ

イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構
）

　

Linda Chinangw
a

　
　

�（
国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高

等
研
究
所
）

　

Boubacar Siddighi Balde

　
　

�（
東
京
大
学
国
際
高
等
研
究
所
サ
ス
テ

イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構
）

　

�

主
要
蛋
白
源
と
し
て
ダ
イ
ズ
を
用
い
た
ア

フ
リ
カ
の
子
供
達
の
栄
養
改
善

　

取
出　

恭
彦

　
　

�（
味
の
素
株
式
会
社　

国
際
栄
養
担
当

専
任
部
長
）

　

世
界
の
豆
類

　

長
谷
川　

清
美

　
　
（
べ
に
や
長
谷
川
商
店　

主
宰
）

セ
ッ
シ
ョ
ン
４
：
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

座
長　

土
居　

邦
弘
、
飛
田　

哲

　

�

パ
ネ
リ
ス
ト

　

�D
avid Bergvinson

、Robert A
baidoo

、

Gretchen N
eisler

閉
会
挨
拶

　

小
山　

修　

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
理
事

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
６

　
　
　
　
　

豆
の
ち
か
ら
、
再
発
見　
　

Leg
um

es Im
prove O

ur Livelihood?

岩永勝 JIRCAS 理事長

西郷正道農林水産技術会議事務局長

閉会の挨拶をする
小山修 JIRCAS 理事

竹本和彦国連大学サステイナビリティ高等研究所所長
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基
調
講
演
で
は
、
２
つ
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
ず
、「
豆
の
も
つ
大
事
な
役

割
～
持
続
可
能
な
開
発
の
達
成
に
向
け
て

～
」
と
い
う
演
題
で
、
国
際
農
業
研
究
協
議

グ
ル
ー
プ
（
Ｃ
Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｒ
）
傘
下
の
国
際
半

乾
燥
熱
帯
作
物
研
究
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｔ
）
の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
ビ
ン
ソ
ン
所

長
が
講
演
し
ま
し
た
。
所
長
は
、
国
連
総
会

で
２
０
１
６
年
を
国
際
マ
メ
年
と
定
め
た
の

は
、
現
在
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
マ

メ
類
の
貢
献
に
つ
い
て
の
人
々
の
認
識
を
高

め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
し
、
マ
メ
類
の

重
要
性
と
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

マ
メ
類
は
、
タ
ン
パ
ク
質
を
は
じ
め
と
す

る
栄
養
素
を
豊
富
に
含
み
、
空
気
中
の
窒
素

を
固
定
す
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。
栄
養
安

全
保
障
や
農
業
生
産
の
持
続
性
と
い
っ
た

様
々
な
観
点
か
ら
非
常
に
重
要
な
作
物
で
す

が
、
新
し
い
開
発
技
術
の
採
用
ス
ピ
ー
ド
が

他
の
穀
類
と
比
べ
て
遅
く
、
生
産
性
も
低
く

留
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
増
加
す
る
需

要
に
追
い
つ
か
ず
、
特
に
途
上
国
で
は
価
格

の
変
動
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
は
、
マ
メ

類
を
対
象
と
し
た
10
年
間
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ-

Ｇ
Ｌ
）
を
主
導
し
て
い
ま
す
。

小
農
が
昔
か
ら
育
て
て
い
た
８
つ
の
主
要
な

マ
メ
類
の
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
で
、
生
産

性
、
利
益
、
消
費
を
増
加
さ
せ
、
貧
困
削
減
、

栄
養
改
善
、
環
境
保
全
に
貢
献
し
よ
う
と
い

う
取
り
組
み
で
す
。
公
民
連
携
の
形
を
と
っ

て
進
め
て
お
り
、
こ
の
４
年
間
で
既
に
、
育

種
、
栽
培
、
市
場
等
で
多
く
の
成
果
を
出
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
研
究
を
進
め
、
マ
メ

類
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に

寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
述
べ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
書
籍
「
マ
メ
と
人
間
―
そ
の

１
万
年
の
歴
史
」
か
ら
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お

け
る
ダ
イ
ズ
と
ラ
ッ
カ
セ
イ
の
受
容
に
つ
い

て
」
と
い
う
演
題
で
、
高
知
大
学
の
前
田
和

美
名
誉
教
授
が
講
演
し
ま
し
た
。
教
授
は
、

は
じ
め
に
マ
メ
類
の
大
き
さ
や
形
、
色
、
パ

タ
ー
ン
の
多
様
性
を
紹
介
し
た
後
、
マ
メ
類

の
分
類
や
発
達
、
伝
播
な
ど
、
地
理
的
、
歴

史
的
な
観
点
か
ら
の
研
究
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

世
界
の
農
耕
文
化
複
合
に
お
い
て
、
マ
メ

類
は
穀
類
及
び
イ
モ
類
と
共
存
的
に
発
達
し

て
き
た
こ
と
を
、
表
を
用
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド
諸
語
に

お
け
る
マ
メ
の
呼
称
例
を
ま
と
め
る
と
、「
カ

チ
ャ
ン
」
系
、「
豆
」
系
、「
ケ
デ
レ
」
系
の

３
つ
の
分
類
に
分
け
ら
れ
る
と
し
、
こ
れ
ら

の
名
称
や
地
理
的
な
分
布
が
伝
播
の
経
路
や

受
容
さ
れ
た
時
期
を
示
唆
す
る
こ
と
を
示
し

ま
し
た
。
約
１
万
年
に
及
ぶ
農
耕
の
歴
史
の

中
で
、
多
く
の
マ
メ
科
植
物
が
伝
統
的
な
作

物
体
系
シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
土
壌

肥
沃
度
を
保
つ
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

マ
メ
類
は
栄
養
豊
富
で
、
成
熟
し
た
豆
は
乾

燥
す
る
こ
と
で
長
期
間
の
保
蔵
も
可
能
、
食

べ
方
も
、
豆
、
緑
鞘
、
芽
、
発
酵
食
品
等
、

多
様
で
す
。
マ
メ
類
に
お
け
る
緑
の
革
命
が

近
い
将
来
起
こ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
し

て
、
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

基
調
講
演�

研
究
戦
略
室
　
白
鳥
佐
紀
子
　
　

David Bergvinson 氏（国際半乾燥熱帯作物研究所（ICRISAT））

前田　和美氏（高知大学）
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マ
メ
類
は
世
界
の
農
業
に
お
い
て
重
要
な

作
物
で
す
。
特
に
開
発
途
上
国
で
は
食
事
に

占
め
る
マ
メ
類
の
割
合
は
先
進
国
に
比
べ
て

高
く
、
作
付
体
系
の
中
に
伝
統
的
に
組
み
込

ま
れ
農
業
環
境
の
持
続
性
に
貢
献
し
つ
つ
、

マ
メ
類
の
導
入
を
通
じ
た
農
村
開
発
・
栄
養

改
善
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
最
初
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
マ
メ
の
あ
る
農
業
の
現
場
に
つ
い
て
３

名
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産

業
技
術
総
合
研
究
機
構
の
次
世
代
作
物
研
究

セ
ン
タ
ー
の
羽
鹿
牧
太
領
域
長
か
ら
、
我
が

国
日
本
の
マ
メ
類
栽
培
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
の
農

業
生
産
の
中
で
マ
メ
類
の
占
め
る
割
合
は

４
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
豆
腐
や
味
噌
の
原

料
と
な
る
ダ
イ
ズ
や
和
菓
子
の
材
料
と
な
る

ア
ズ
キ
な
ど
日
本
の
食
文
化
に
と
っ
て
き
わ

め
て
重
要
で
す
。
マ
メ
の
種
別
で
は
ダ
イ
ズ

が
栽
培
面
積
、
生
産
量
と
も
に
４
分
の
３
以

上
を
占
め
ま
す
が
、
生
産
地
が
拡
大
す
る
に

つ
れ
異
常
気
象
や
病
虫
害
、
雑
草
や
湿
害
の

問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
穀
物
と
し
て
の

マ
メ
（dry legum

es
）
と
と
も
に
、
野
菜

と
し
て
の
マ
メ
類
も
、
エ
ダ
マ
メ
、
サ
ヤ
エ

ン
ド
ウ
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
な
ど
多
く
の
種

類
が
あ
り
ま
す
。
狭
い
国
内
と
は
い
え
、
栽

培
環
境
の
多
様
性
に
適
応
し
た
栽
培
法
や
育

種
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
西
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
国
の
ク
ワ

メ
エ
ン
ク
ル
マ
大
学
の
ロ
バ
ー
ト
・
ア
バ
イ

ド
ゥ
ー
教
授
が
登
壇
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、

サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
の
大
地
に
広
が
る
数

種
類
の
低
肥
沃
な
土
壌
の
特
徴
を
概
観
し
た

あ
と
、
マ
メ
の
栽
培
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
低
肥

沃
土
壌
の
改
善
を
試
み
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。N

2A
frica

は
、
マ
メ

科
植
物
の
も
つ
窒
素
固
定
能
を
小
農
の
た
め

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

効
果
の
高
い
窒
素
固
定
菌
の
探
索
と
接
種
技

術
の
開
発
・
普
及
が
サ
ブ
サ
ハ
ラ
の
８
つ
の

国
々
で
進
め
ら
れ
、
サ
サ
ゲ
や
ダ
イ
ズ
の
収

量
増
を
通
じ
て
農
家
の
収
入
も
15
％
伸
び
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
サ
バ
ン
ナ

の
農
地
か
ら
の
窒
素
の
収
奪
を
減
ら
し
プ
ラ

ス
の
バ
ラ
ン
ス
に
転
じ
る
た
め
に
は
、
マ
メ

の
導
入
と
積
極
的
な
残
渣
の
還
元
が
必
要
と

の
シ
ナ
リ
オ
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
人
目
の
講
演
者
で
あ
る
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大

学
（
Ｍ
Ｓ
Ｕ
）
の
グ
レ
ッ
チ
ェ
ン
・
ネ
イ
ス

ラ
ー
部
長
は
、
中
米
ガ
テ
マ
ラ
の
ウ
ェ
ス
タ

ン
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

トM
ásfrijol

（
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
も
っ
と

マ
メ
を
」
と
い
う
意
味
）
を
紹
介
し
ま
し
た
。

推
進
し
た
Ｍ
Ｓ
Ｕ
の
「
マ
メ
類
革
新
ラ
ボ
」

は
育
種
や
栽
培
な
ど
マ
メ
生
産
に
関
わ
る
研

究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
標
高
の
高
い
現
地
へ
の
適
応
性
に

優
れ
た
ビ
ー
ン
（
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
）
の
品
種

開
発
の
社
会
実
装
と
し
て
、
女
性
へ
の
訓
練

と
教
育
が
ビ
ー
ン
の
飛
躍
的
消
費
拡
大
と
乳

幼
児
の
栄
養
改
善
を
実
現
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

取
り
組
み
で
、
ま
た
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
道

筋
は
と
て
も
複
雑
で
あ
っ
た
こ
と
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
１　

マ
メ
の
あ
る
農
業
～
持
続
的
な
栽
培
、
開
発
、
環
境

資
源
・
環
境
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
　
飛
田
　
哲
　
　

Robert Abaidoo 氏（クワメエンクルマ大学）

Gretchen Neisler 氏（ミシガン州立大学）

羽鹿牧太氏（農研機構次世代作物開発センター）

座長：飛田哲

6JIRCAS NEWS　2017.3 No.817 JIRCAS NEWS　2017.3 No.81

特 集 特集：JIRCAS国際シンポジウム2016 特 集 特集：JIRCAS国際シンポジウム2016

JIRCAS_NEWS_2017_03_jp.indd   6 2017/03/14   13:30:02



　

ダ
イ
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
マ
メ
は
重
要
な

食
料
資
源
で
す
。
私
た
ち
は
、
熱
帯
等
の
不

良
環
境
に
お
け
る
農
産
物
の
安
定
生
産
技
術

の
開
発
の
た
め
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
サ
サ
ゲ
遺
伝
資
源
の
評
価
と
利
用
、
不

良
環
境
耐
性
が
向
上
し
た
ダ
イ
ズ
品
種
の
開

発
に
向
け
た
研
究
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
推
進
に
あ
た
り
、
世
界
的
な
マ
メ

類
遺
伝
資
源
の
評
価
、
利
用
に
関
す
る
研
究

の
状
況
を
知
り
、
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
、
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
多
様
な
遺
伝

資
源
を
利
用
し
て
食
用
マ
メ
類
を
改
良
す
る

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
３
名
の
研
究
者
に

研
究
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
国
立
食
用
マ
メ
類
研
究
所
の
ギ
リ

シ
ュ
・
プ
ロ
サ
ド
・
デ
ィ
キ
ッ
ト
博
士
に

は
「
イ
ン
ド
に
お
い
て
重
要
な
マ
メ
類
：
ヒ

ヨ
コ
マ
メ
と
キ
マ
メ
」
と
題
し
た
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ン
ド
の
人
口
は
約

13
億
人
、
世
界
第
２
位
で
、
住
民
の
約
半
分

が
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
で
す
。
そ
の
た
め
イ
ン
ド

に
お
い
て
マ
メ
類
、
特
に
ヒ
ヨ
コ
マ
メ
と
キ

マ
メ
は
重
要
な
タ
ン
パ
ク
質
源
で
す
。
デ
ィ

キ
ッ
ト
博
士
か
ら
は
、
イ
ン
ド
で
実
施
さ
れ

て
い
る
ヒ
ヨ
コ
マ
メ
及
び
キ
マ
メ
研
究
と
し

て
、
収
量
性
に
優
れ
た
遺
伝
資
源
や
、
高
温

や
干
ば
つ
に
強
い
遺
伝
資
源
等
の
探
索
・
利

用
、形
質
転
換
に
よ
る
害
虫
抵
抗
性
の
付
与
、

マ
ー
カ
ー
を
利
用
し
た
干
ば
つ
耐
性
育
種
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
研
機
構
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
の
友
岡
憲

彦
博
士
に
は
「
サ
サ
ゲ
属
植
物
が
持
つ
栽
培

化
・
ス
ト
レ
ス
適
応
遺
伝
子
の
持
続
可
能
な

農
業
へ
の
利
用
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
サ
サ
ゲ
属
に
は
、
サ
サ

ゲ
、
ア
ズ
キ
、
リ
ョ
ク
ト
ウ
な
ど
の
栽
培
種

が
含
ま
れ
ま
す
が
、
野
生
種
の
多
様
性
は
マ

メ
科
植
物
の
中
で
も
極

め
て
高
く
、
適
応
し
て
い

る
環
境
は
非
常
に
幅
広

い
で
す
。
友
岡
博
士
か
ら

は
、
環
境
適
応
性
サ
サ
ゲ

属
野
生
種
の
紹
介
の
あ

と
、
最
近
見
出
さ
れ
た
栽

培
化
遺
伝
子
や
ス
ト
レ

ス
適
応
遺
伝
子
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
不
良
環

境
下
で
も
持
続
可
能
な

農
業
が
可
能
に
な
る
よ

う
、
野
生
種
を
利
用
し
た

新
た
な
育
種
戦
略
：
ネ
オ

ド
メ
ス
テ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
提
唱
さ
れ
、
非

常
に
興
味
深
い
発
表
で
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
山
中
直
樹
博
士
に
は

「
ダ
イ
ズ
さ
び
病
抵
抗
性
品
種
の
開
発
を
目

指
し
て
」
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
（
詳
細
は
次
の
記
事
に
て
）。
今
後

の
品
種
化
に
よ
る
ダ
イ
ズ
安
定
生
産
へ
の
貢

献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

不
良
環
境
耐
性
の
向
上
に
伴
っ
て
種
子
の
収

量
や
品
質
が
損
な
わ
れ
る
よ
う
な
ト
レ
ー
ド

オ
フ
の
可
能
性
や
、
見
出
さ
れ
た
遺
伝
子
の

機
能
、
今
後
の
品
種
化
の
見
通
し
等
の
質
問

が
あ
り
、
盛
ん
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

本
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
マ
メ
の
有
用

性
、
多
様
性
、
環
境
適
応
性
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
農
産
物
安
定
生
産
に

向
け
て
、
遺
伝
資
源
の
利
用
を
通
じ
た
マ
メ

類
の
育
種
研
究
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
２　

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
の
い
ろ
い
ろ
な
マ
メ
～
多
様
性
と
そ
の
利
用

農
産
物
安
定
生
産
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
　
中
島
　
一
雄
　
　

座長：中島一雄

Girish Prasad Dixit 氏（インド国立食用マメ類研究所）

友岡憲彦氏（農研機構遺伝資源センター）
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日
本
人
に
と
っ
て
、
ダ
イ
ズ
は
食
用
油
の

原
料
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
伝
統
食
品
を
含

む
多
く
の
食
品
の
原
材
料
と
し
て
欠
く
こ
と

の
出
来
な
い
作
物
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
国
内
消
費
の
殆
ど
を
海
外
か
ら
の
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
国
際
市
場
に
供
給
さ

れ
る
ダ
イ
ズ
の
主
要
生
産
国
に
お
け
る
安
定

生
産
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ブ

ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ
と

い
っ
た
南
米
諸
国
は
国
際
市
場
に
供
給
さ
れ

る
ダ
イ
ズ
の
半
分
以
上
を
生
産
し
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
国
々
の
主
に
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域

で
は
、
病
原
菌Phakopsora pachyrhizi

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
ダ
イ
ズ
さ
び
病

（
以
下
、
さ
び
病
）
が
干
ば
つ
と
共
に
大
豆

生
産
者
の
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
現
地
の
研
究
機
関
と
と
も

に
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
さ
び
病
抵
抗
性
品

種
の
開
発
に
関
す
る
共
同
研
究
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
達
は
ま
ず
初
め
に
、
さ
び
病
菌
に
対
す

る
ダ
イ
ズ
の
持
つ
抵
抗
性
の
信
頼
で
き
る
評

価
手
法
を
開
発
し
、
南
米
の
さ
び
病
菌
が
持

つ
病
原
性
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
南

米
の
さ
び
病
菌
は
そ
の
病
原
性
が
強
力
か
つ

多
様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
る
さ
び
病
抵

抗
性
遺
伝
子
単
独
で
導
入
す
る
だ
け
で
は
、

安
定
的
抵
抗
性
を
有
す
る
品
種
の
作
出
は
期

待
出
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
達
は
次
に
、
南

米
の
さ
び
病
菌
に
有
効

な
品
種
育
成
の
素
材
と

ツ
ー
ル
を
開
発
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
保

有
す
る
抵
抗
性
遺
伝
子

が
未
知
で
あ
る
抵
抗

性
ダ
イ
ズ
の
持
つ
抵
抗

性
遺
伝
子
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
ら
抵
抗
性
遺
伝
子
の

有
無
を
容
易
か
つ
正
確

に
判
定
す
る
た
め
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
同
定

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
複

数
の
抵
抗
性
遺
伝
子
を

持
っ
た
さ
び
病
抵
抗
性

育
種
素
材
の
開
発
と
評

価
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
・
開
発
を
通
し
、
ダ
イ
ズ

に
さ
び
病
抵
抗
性
遺
伝
子
を
複
数
導
入
し
た

遺
伝
子
集
積
系
統
は
非
常
に
強
い
さ
び
病
抵

抗
性
を
持
つ
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
更
に

こ
の
強
い
抵
抗
性
は
、
導
入
し
た
複
数
の
抵

抗
性
遺
伝
子
そ
れ
ぞ
れ
に
病
原
性
を
示
す
非

常
に
強
い
菌
に
対
し
て
も
有
効
で
あ
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。
Ｊ
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
南
米
の
研
究
機
関
と
と
も
に
、

こ
の
遺
伝
子
集
積
系
統
を
利
用
し
て
、
さ
び

病
抵
抗
性
品
種
の
マ
ー
カ
ー
選
抜
育
種
を
共

同
で
実
施
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。
さ
び
病

に
対
し
て
安
定
的
か
つ
高
度
な
抵
抗
性
を
発

揮
す
る
優
良
ダ
イ
ズ
品
種
は
、
南
米
に
お
け

る
さ
び
病
に
よ
る
減
収
と
殺
菌
剤
に
よ
る
莫

大
な
防
除
費
用
を
軽
減
し
、
ダ
イ
ズ
の
生
産

性
と
そ
の
収
益
性
を
向
上
・
安
定
化
す
る
こ

と
に
貢
献
し
ま
す
。
ま
た
、
殺
菌
剤
使
用
に

よ
る
環
境
負
荷
の
軽
減
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

ダ
イ
ズ
さ
び
病
抵
抗
性
品
種
の
開
発
を
目
指
し
て

生
物
資
源
・
利
用
領
域
　
　
山
中
　
直
樹
　
　

図 1． 強病原性ダイズさび病菌の感染によるさび病胞子生産量。感受
性品種、抵抗性遺伝子 (Rpp) を 1 つ持つ抵抗性ダイズ、３つ
持つ遺伝子集積系統の抵抗性度合いを胞子生産量で比較した．

図 2． 遺伝子集積系統を利用してパラグアイで育成したさび病抵抗
性系統（左）と抵抗性遺伝子が導入されていない元品種（右）．
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セ
ッ
シ
ョ
ン
３　

マ
メ
の
あ
る
生
活
～
付
加
価
値
化
と
栄
養
改
善
に
向
け
て

高
付
加
価
値
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
　
山
本
　
由
紀
代
　
　

　

世
界
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
マ
メ
類
に

は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
毎
日
の
食
事
や
伝

統
文
化
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
ッ

シ
ョ
ン
３
で
は
国
内
外
の
事
例
を
通
じ
て
、

人
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

マ
メ
類
の
役
割
や
活
用
方
法
を
、
生
活
者
の

目
線
か
ら
捉
え
ま
し
た
。

　

東
京
大
学
国
際
高
等
研
究
所
サ
ス
テ
ィ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
学
連
携
研
究
機
構
の
ヤ
オ-

ア
ギ
ュ

マ
ン-

ボ
ア
フ
ォ
氏
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

マ
ラ
ウ
イ
、
ガ
ー
ナ
、
ギ
ニ
ア
の
事
例
に
基

づ
き
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ
カ
の
小
規
模
農

業
と
生
計
維
持
に
お
け
る
マ
メ
類
の
貢
献
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
対
象
国

で
は
マ
メ
類
の
中
で
も
ラ
ッ
カ
セ
イ
の
生
産

量
が
多
く
、
食
用
と
し
て
も
換
金
作
物
と
し

て
も
重
要
な
役
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア

フ
リ
カ
の
マ
メ
類
生
産
の
拡
大
に
向
け
て
、

生
産
性
の
向
上
や
地
域
在
来
種
を
含
む
多
様

な
品
種
の
活
用
、
市
場
ア
ク
セ
ス
の
拡
充
等

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

味
の
素
株
式
会
社
の
取
出
恭
彦
氏
は
、
ダ

イ
ズ
を
タ
ン
パ
ク
源
と
す
る
ア
フ
リ
カ
の
子

供
達
の
栄
養
改
善
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
味
の
素
社
で
は
ダ
イ
ズ
粉
末
と
ア
ミ
ノ

酸
（
リ
ジ
ン
）
を
配
合
し
た
「
コ
コ 

プ
ラ

ス
」と
い
う
栄
養
補
助
食
品
を
開
発
し
、ガ
ー

ナ
で
行
っ
た
乳
幼
児
の
栄
養
改
善
を
目
的
と

す
る
実
証
試
験
に
よ
っ
て
、
そ
の
有
用
性
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
同
社
が
新
た

に
開
発
中
の
ダ
イ
ズ
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
ソ

ル
ガ
ム
由
来
の
栄
養
治
療
食
品
（RU

T
F

：

Ready to use therapeutic food

）
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

べ
に
や
長
谷
川
商
店
主
宰
の
長
谷
川
清
美

氏
か
ら
は
、
日
本
を
は
じ
め
世
界
各
地
の
在

来
の
マ
メ
類
と
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た
伝
統
料

理
の
数
々
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
現

地
を
訪
問
し
、
一
般
家
庭
や
飲
食
店
等
の
取

材
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
歴
史
や
食
文
化
に
関

す
る
情
報
が
、
豊
富
な
写
真
と
と
も
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
発
表
に
続
く
質
疑
で
は
、
ブ

ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
や
ベ
ニ
ン
で
も
日
本
の
納
豆

と
よ
く
似
た
ダ
イ
ズ
食
品
が
あ
る
こ
と
や
、

地
域
伝
来
の
マ
メ
類
の
保
存
や
活
用
に
は
女

性
や
小
規
模
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
が
重
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
に
馴
染
み
の
深
い
ダ
イ
ズ
や
イ
ン

ゲ
ン
、
エ
ン
ド
ウ
、
世
界
各
地
で
広
く
栽
培

さ
れ
て
い
る
ヒ
ヨ
コ
マ
メ
、
サ
サ
ゲ
、
ラ
ッ

カ
セ
イ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
伝

統
的
に
維
持
さ
れ
て
き
た
在
来
種
な
ど
、
世

界
に
は
数
多
く
の
マ
メ
類
が
あ
り
、
多
様
な

食
文
化
の
形
成
や
栄
養
供
給
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
本
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
マ
メ
類

が
私
た
ち
の
生
活
に
も
た
ら
す
恩
恵
や
、
新

た
な
用
途
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
い
て
、
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

座長：山本由紀代

取出恭彦氏（味の素株式会社）

長谷川清美氏（べにや長谷川商店）

Yaw Agyeman Boafo 氏
（東京大学国際高等研究所 

サスティナビリティ学連携研究機構）
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
で
主
催
者
の
Ｊ
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
岩
永
理
事
長
や
来
賓
の
農
林
水
産

技
術
会
議
の
西
郷
事
務
局
長
か
ら
、
今
年
は

国
際
マ
メ
年
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
し
い
持

続
可
能
な
開
発
目
標
、
す
な
わ
ち
２
０
３
０

年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
活
動
を
開

始
す
る
年
で
も
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
の
国
際
マ
メ
年
記
念
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
豆
の
研
究
が
い
か
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

貢
献
す
る
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
「
研
究
と
開
発
」
の
経
験
が

豊
か
な
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
バ
ー
グ
ビ
ン
ソ

ン
所
長
、
ク
ワ
メ
エ
ン
ク
ル
マ
大
学
の
ア
バ

イ
ド
ゥ
ー
教
授
、
そ
し
て
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大

学
の
ネ
イ
ス
ラ
ー
部
長
の
３
名
に
お
願
い

し
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
の
土

居
研
究
戦
略
室
長
と
飛
田
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
が
努
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
飛
田
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
簡
単
に
今

日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
話
さ

れ
た
こ
と
を
大
き
く
３
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
①
人
間
と
マ
メ
の
長
い
歴
史
、
②

マ
メ
の
ち
か
ら
、
③
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か

す
た
め
の
マ
メ
類
研
究
で
す
。
そ
し
て
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
議
論
す
る
テ
ー
マ

に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
数
枚
で
解
説
を
行
い
、
マ

メ
類
研
究
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
ろ
う
か
と
、
ま
ず
パ
ネ
リ
ス
ト

か
ら
の
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
バ
ー
グ
ビ
ン

ソ
ン
氏
か
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
は
17
個

あ
る
が
マ
メ
は
そ
の
う
ち
11
個
の
目
標
に
つ

な
が
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
方
で
、
研
究
成
果

の
受
容
と
イ
ン
パ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
特
に

最
後
の
17
番
目
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
の

貢
献
が
重
要
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ア

バ
イ
ド
ゥ
ー
氏
は
、
今
日
の
こ
れ
ま
で
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
栽
培
、
利
用
そ
し
て
栄
養
源
と

い
う
地
上
部
へ
の
視
点
で
多
く
の
話
が
さ
れ

た
が
、
研
究
は
容
易
で
は
な
い
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
12
番
目
と
13
番
目
に
関
連
す
る
土
壌
の

健
全
と
土
地
の
持
続
性
へ
の
マ
メ
の
貢
献
を

考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。
ネ
イ
ス
ラ
ー
氏
か
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
研
究

は
、
そ
れ
が
科
学
的
に
妥
当
で
合
理
的
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
研
究
者
は
イ
ン
パ
ク

ト
の
大
き
さ
を
測
る
術
を
持
た
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
マ
メ
類
研
究
の
有
効
性
は
受
容
さ

れ
る
成
果
を
生
み
出
せ
る
か
ど
う
か
で
判
断

さ
れ
る
と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

次
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
活
動
の
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
る
包
括
性
（inclusiveness

）
に

つ
い
て
、
マ
メ
類
研
究
に
お
い
て
は
ど
う
な

の
か
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
尋
ね
ま
し
た
。
バ
ー

グ
ビ
ン
ソ
ン
氏
か
ら
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
み
で
は
な
く
、
消
費
者
も
環
境
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
旨
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
ア
バ
イ

ド
ゥ
ー
氏
か
ら
は
、
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て

い
る
成
果
が
普
及
し
な
い
の
は
、
農
家
と
研

究
者
が
違
う
言
葉
を
話
し
て
い
る
か
ら
で
、

研
究
の
過
程
に
農
家
を
入
れ
る
な
ど
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
へ
の
最
後
の
質
問
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
マ
メ
研
究
へ
の
も
っ
と
も
優

先
さ
れ
る
研
究
課
題
は
何
か
と
の
問
い
に
対

し
、
具
体
的
に
小
農
の
意
志
決
定
過
程
が
挙

げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
研
究
者
の
成
果
が
ど

こ
ま
で
社
会
実
装
さ
れ
て
い
る
の
か
を
も
っ

と
意
識
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
あ
と
14
年

で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
研
究

と
開
発
の
道
筋
を
正
し
く
セ
ッ
ト
す
べ
き
で

あ
る
い
う
点
で
一
致
し
ま
し
た
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
４　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
「
持
続
的
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
豆
類
研
究
の
貢
献
」

資
源
・
環
境
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
飛
田
　
哲
　
　

座長：土居邦弘（左）、飛田哲（右）

左から David Bergvinson 氏、Robert Abaidoo 氏、 
Gretchen Neisker 氏（パネリストの皆さん）
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〇 2016年若手外国人農林水産研究者表彰を開催
　平成 28 年 12 月 1 日、国連大学（東京都渋谷区）ウ・タント国際会議場において、2016 年若手外国人農林
水産研究者表彰（農林水産技術会議主催）の表彰式が行われました。
　表彰式は、小林芳雄農林水産技術会議会長の主催者挨拶に始まり、来賓として、千嶋　博内閣府政策統括官（科
学技術・イノベーション担当）付政策企画調査官、竹本　和彦 国連大学サステイナビリティ高等研究所　所長及び
三次　啓都 独立行政法人国際協力機構 農村開発部長より祝辞をいただき、選考委員会の岩元 睦夫座長より審査経
緯の報告がありました。続いて、賞の授与が行われ、小林会長より表彰状が、岩永　勝 JIRCAS 理事長より副賞「甕

（もたい）JIRCAS 賞」の目録が受賞者に授与されました。
　また、表彰式に引き続き、受賞者講演を行い、受賞者による研究成果の発表が行われました。
選考委員：座長　岩元　睦夫　公益財団法人日本フードスペシャリスト協会会長
　　　　　委員　井上　龍子　農林水産技術会議事務局研究総務官
　　　　　　　　岩永　　勝　国際農林水産業研究センター理事長
　　　　　　　　夏秋　啓子　東京農業大学副学長
　　　　　　　　原田　信彦　株式会社読売新聞つくば支局長
　　　　　　　　丸山　清明　東京農業大学客員教授
　　　　　　　　村上　秀徳　一般財団法人食品産業センター理事長

主催者挨拶をされる小林会長　

挨拶をされる三次様

挨拶をされる千嶋様

審査経緯を報告する岩元座長

挨拶をされる竹本様　

表彰のため登壇された岩永 JIRCAS 理事長
（左）と小林会長

2016 年度若手外国人農林水産表彰関係者（前列左から井上龍子氏、ガブリエル氏、マンユチ氏、
小林芳雄氏、テセマ氏、岩永勝氏、後列左より村上秀徳氏、丸山清明氏、原田信彦氏、岩元睦夫氏、
千嶋博氏、竹本和彦氏、三次啓都氏）
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国　　籍：ジンバブエ共和国
所　　属：ハラレ工科大学
業　績　名：食物残渣を利用したミミズ堆肥及びミミズ液肥のバイオ肥料の生産
主な業績：膨大な量の食物残渣及び農業廃棄物が発生し、そのほとんどがそのまま
腐敗し、更なる温室効果ガスの排出につながっている。しかしながら、これらの食
物残渣はミミズ堆肥化されることで、固形堆肥（vermicompost）及び液体堆肥

（vermiwash）の形態のバイオ堆肥として生成される可能性を有する。ミミズ堆肥
化の過程では、ミミズは当該食物残渣を餌にし、肥料としてそれらを排泄する。

平成 28 年度は、25 名の応募者の中から次の 3 名が選ばれ、表彰されました。

　本表彰は、平成 19 年より実施しているもので、開発途上地域の農林水産業及び関連産業に関する研究開発
について、その一層の発展及びそれに従事する若手研究者の意欲向上に資するため、優れた功績をあげている
若手外国人研究者又は将来の技術革新等につながる優れた研究業績をあげた若手外国人研究者に対して、原則
3 名に賞状及び奨励金（1 名につき 5 千米ドル）を授与するものです。
　表彰の対象となるのは、1 月 1 日時点において 40 歳未満であり、かつ、海外の研究機関又は大学に所属し、
開発途上地域の農林水産業及び関連産業に関する研究開発の業務に従事する開発途上国又は地域の国籍を有す
る研究者であって、次のいずれかに該当する者です。　
　・�開発途上地域の農林水産業及び関連産業の研究開発に優れた功績があり、将来が大きく期待される者
　・�開発途上地域の農林水産業及び関連産業の研究開発の業務において、将来の技術革新等につながる優れた

研究業績があり、将来が大きく期待される者
　また、日本で開催する表彰式及び成果発表会への出席が可能な者であること（旅費等は JIRCAS が負担します）。

Musaida Mercy MANYUCHI（ムサイダ・マーシー・マンユチ）

国　　籍：エチオピア連邦民主共和国
所　　属：国際熱帯農業研究所（IITA）
業　績　名：ヤム遺伝資源の保全及び育種技術の改善へ向けた新たな手法
主な業績：ヤムは、人類に莫大な利益を提供し、また広範囲に分布し栽培されている
にも拘わらず、これまで積極的な研究対象とされず、孤児作物として扱われてきた。実
際に、ヤムの分類を理解するための従来の分類学的同定を支援する取り組みは最低限
に留まっているほか、その遺伝的多様性も十分に調査されてこなかった。更に、いずれ
の遺伝子がヤムの重要な形質に関与しているかについてもほとんど解明されておらず、

倍数性及び表現型の機能発現に対するその効果についての報告もほとんど存在しない。
　従来の分類学的同定に役立つ DNA バーコーディングシステムの確立、次世代シーケンシングを用いた遺伝子型決定
法に基づく、ギニアヤム栽培種と近縁野生種との間の遺伝的多様性の理解、地上塊茎の生産における倍数性の効果の理
解並びに開花及び性決定に関与する新たな候補遺伝子の発見といった本研究の成果は、上記の溝を埋めるものである。

国　　籍：フィリピン共和国
所　　属：フィリピン大学ディリマン校
業　績　名：精密食品加工：食品安全、食品防御（食品の人為的要因を含む劣化の防
止など）及び食品の品質確保のための食品の微生物学的及び物理化学的特性に関す
る数理モデルの構築
主な業績：従来の効果的かつ安価な低温殺菌法は、果汁などの熱感受性原料におい
ては製品の品質劣化を招く。したがって、望ましくない品質変化を生じさせずに病原
微生物を効果的に致死させる加熱処理工程の確立は、安全性及び品質に対する消費

者の要求に応じる上で不可欠となる。加熱処理における重大な欠点は、その有効性が、原料、工程及び微生物の特性の変
化に依存することにある。したがって、個々の食品に特化した処理工程が必要となり、処理が不十分な場合は食品の安全
性が損なわれ、過剰な場合は品質の許容範囲を超える製品が製造される可能性がある。
　「精密食品加工」においては、特定の食品工程及び標的生物の特性を考慮に入れた処理工程の確立が必要となる。この
一連の研究では、特定の標的微生物を最初に決定し、その後に、加熱による不活化速度の予測モデルを確立した。次に、
モデル予測された不活化速度並びに食品及び処理工程に関連する変数を用いて、熱処理した果汁のビタミン C、色及び
消費者の受容性スコアにおける劣化予測のための新たな一連の予測モデルを確立した。食品の安全性及び品質に関する
これらのモデルは、標的生物に対する加熱処理工程の有効性の予測及び処理工程が製品の全体的な品質に与える影響の
予測に併用することができる。

Gezahegn Girma TESSEMA（ギャザヘン・ギルマ・テセマ）

Alonzo Alulod GABRIEL（アロンゾ・アルロド・ガブリエル）
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〇第 39回日本分子生物学会において、優秀ポスター賞受賞
　生物資源・利用領域の小賀田拓也特別研究員の研究成果「リンゴ小球潜在ウイルスによる
VIGS 法を用いたダイズの乾燥ストレス耐性制御遺伝子の機能解析」は、平成 28 年 11 月 30
日に開催された第 39 回日本分子生物学会年会において「優秀ポスター賞」を受賞しました。受
賞の対象になった研究成果は、ウイルスベクターにより植物の内在遺伝子の発現を抑制する手法 
(VIGS) を用いてダイズの干ばつ耐性に関係する遺伝子の機能解析を行ったもので、本研究成果
は、干ばつに強いダイズの分子育種に向けた新たな研究手法として応用が期待されます。受賞を
受けて、小賀田拓也特別研究員は、本研究手法を基礎研究と応用研究の間を橋渡しする技術とし
て確立させ、これにより環境変動に強い農作物の開発を加速させたいと話していました。

〇平成 29年日本森林学会賞を受賞
　林業領域の谷尚樹主任研究員が、このたび、「平成 29（2017）年日本森林学会賞」を受賞することになりました。本賞は、
森林科学に関し画期的な業績によってとくに貴重な学術的貢献をなしたと認められる日本森林学会員に授与されるものです。同氏
は、東南アジアの熱帯雨林において優占し、同地域で生産される木材の多くを占めるフタバガキ科林業樹種の繁殖に関する研究を
一貫して推進してきました。とくに、花を訪れる昆虫を介した花粉の動きや、樹木のサイズと開花量の関係を明らかにし、これら
の知見をもとに、択伐といわれる決まったサイズ以上の樹木を抜き切りする木材生産方法をより持続的な方法に改善するための研
究が高く評価されました。授賞式は平成 29 年 3 月 26 日、かごしま県民交流センターで開催される第 128 回日本森林学会大会
にて行われます。

〇第 14回日本作物学会論文賞を授与
　生産環境・畜産領域の辻本泰弘主任研究員らの論文「Performance of maize-soybean intercropping under various N 
application rates and soil moisture conditions in Northern Mozambique」に対し、このたび、「第14回日本作物学会論文賞」
が贈られることとなりました。本賞は、Plant Production Science に発表された優れた論文の著者である作物学会会員に授与さ
れるものです。本論文で同氏らは、モザンビーク北部の天水畑作地域において、現地に普及するトウモロコシ品種とダイズ品種を
交互に配置する間作体系を導入することで、各作物を単作するよりも生産性が向上すること、また、その導入効果は水ストレス条
件下やトウモロコシへの窒素施肥量が少ない条件下で特に顕著となることを明らかにしました。灌漑設備や肥料投入の限られた地
域での安定的な作物生産技術として期待されます。なお、本成果は平成 26 年度国際農林水産業研究成果情報にも取り上げられて
います。授賞式は平成 29 年 3 月 29 日～ 30 日に東京大学で開催される第 243 回講演会にて行われます。

〇 �FFTC-JIRCAS-NARO合同セミナー「気候変動に対応したストレス
耐性作物開発のための最新技術に関するセミナー」を開催

　JIRCAS では、アジア太平洋食糧肥料技術センター
（FFTC）、農研機構（NARO）と共同で、平成 28 年
11 月 24 日～ 25 日に気候変動によって引き起こされ
る高温、乾燥、塩害、病害等のストレス耐性作物開発の
ための最新技術に関するセミナーを開催しました。
　今回のセミナーでは、台湾、フィリピン、インドネ
シア、マレーシア、タイ、日本から 39 名の参加者が
集まり、岩永理事長と竹中 FFTC 副所長の開会挨拶の
後、矢野農研機構次世代作物開発研究センター所長に
よる基調講演と 18 の一般講演が行われました。
　一般講演では、乾燥・塩ストレス、高温、穂発芽、病
害、ゲノム情報を活用した育種技術の５つのセッション
に分けて、それぞれの研究成果を紹介するとともに、今
後の研究の展望等について活発な意見交換が行われまし
た。総合討論では、気候変動に対応したストレス耐性作
物開発におけるゲノム情報を活用した育種技術や遺伝資
源の探索と評価等の重要性を確認するとともに、グロー
バルな課題に対しては国際共同研究の実施や研究ネット
ワークの形成が必要であるとの認識を共有しました。

受賞したポスターの前で、
小賀田拓也特別研究員

開会挨拶を行なう岩永理事長 基調講演を行なう矢野所長

セミナー講演の様子　 11 月としては 54 年ぶりの初雪の中で
の集合写真
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〇筑波大学大学祭「雙峰祭」に出展
　平成 28 年 11 月 5 日～ 6 日に筑波大学（茨城県つくば市）において、筑波大学学園祭「雙 ( そ
う ) 峰 ( ほう ) 祭 ( さい )」が開催されました。「雙峰祭」の開催は、今年で 42 回を数え、例年
3 万人の来場者が訪れる関東有数の学園祭となっています。
 　JIRCASは、平成25年度から学園祭に参加しており、今年度は、気候変動対応、アフリカ食料、
アジアバイオマス（オイルパーム）の 3 プロジェクトについてポスター・標本展示を行いました。
　JIRCAS の他、産業技術総合研究所、物質・材料研究機構、森林総合研究所、理化学研究所、
国立環境研究所、高エネルギー加速器研究機構、宇宙航空研究開発機構が共同展示を行いま
した。2 日間の展示で展示ブースに約 900 名の来場者があり、展示物等について質問があり
ました。

〇サイエンスQで出前授業
　サイエンス Q とは、研究員等が小中学校に出向き、生徒からの科学技術に関する疑問に
答える出前授業を行い、その模様をラヂオつくばの放送番組「サイエンスＱ」で放送すると
いうものです。これは、筑波研究学園都市交流協議会（筑協）が「青少年の科学技術離れ対
策を図るため」に実施している事業で、平成２３年度から実施されています。
　JIRCAS は、毎年この事業に協力しており、平成 28 年度は、6 名の研究者を登録しました。
①乙戸小学校で出前授業
　水産領域の杉田毅研究員は、平成 28 年 10 月 11 日に土浦市立乙戸小学校を訪問し、５
年生の２クラス 70 名に出前授業を行いました。授業は「育てる漁業の現在（いま）・過去（か
こ）・未来（みらい）」というタイトルで日本の養殖業について主に飼料・栄養学的視点から
説明しましたが、児童のみなさんから、好奇心と素朴かつ突拍子のない質問に研究員が圧倒
される部分もあったくらい、活気のある授業となりました。
なお、この授業の様子は、平成 28 年 10 月 28 日にラヂオつくばの番組「サイエンス Q」
で放送されました。
②葛城小学校で出前授業
　生物資源 ･ 利用領域の丸井淳一朗研究員は、平成 28 年 12 月８日につくば市光輝学園葛
城小学校を訪問し、３年生 26 名に出前授業を行いました。授業は、「醤油や味噌は外国に
もあるの？」というタイトルで、日本の醤油、味噌の発酵に欠かせない微生物の働きについ
て実験を交えて説明しました。また、東南アジアに位置するラオス国で作った魚醤の実物を
示し、魚醤を使った食文化や、現地での共同研究の取り組みを紹介しました。教室には（皆
さんの新鮮な驚きや歓声が溢れ、楽しい授業となりました。
　なお、この授業の様子は、平成 28 年 12 月 23 日にラヂオつくばの番組「サイエンス Q」で放送されました。

〇公開ワークショップ「JIRCASにおける無人航空機（UAV）の利用促進に向けて」を開催
　JIRCAS 無人航空機（UAV）利用促進プラットフォームは、途上国での農業研究における効果的な UAV 利用に向けた情報・意
見交換をおこなうワークショップを平成 28 年 12 月 6 日に開催しました（会場：JIRCAS 研究本館）。
　今回のワークショップでは、講師としてお招きした森林総研の古家直行氏、山梨県富士山科学研究所の安田泰輔氏、かずさ DNA
研究所七夕高也氏、JIRCAS の廣内慎司主任研究員の 4 名より、実際の UAV を用いた研究事例や画像解析技術の農業研究への応
用例について情報提供が行われました。また、JIRCAS 川村健介研究員からは途上国農業研究への UAV 利用の意義や問題点、そ
れに対応するための JIRCAS の取り組みについて情報提供が行われ、総合討論では、今後、UAV の利用促進を進める上で必要な
技術開発や研究体制等、多岐にわたる活発な議論が行われました。
　本ワークショップには、大学や研究機関、民間企業から計 28 名が参加し、情報・意見交換を通じ、UAV 等の新しい計測技術の
利用の可能性と難しさを確認するとともに、異分野連携による研究の活性化が今後一層重要になっていくとの認識を共有しました。
このワークショップを含む JIRCAS 無人航空機（UAV）利用促進プラットフォームの活動は、平成 28 年度理事長インセンティ
ブ専門別活動・異分野連携支援経費の支援を受けて実施されています。

乙戸小学校での出前授業の様子

葛城小学校での出前授業の様子

JIRCAS 展示の様子
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〇第 39回熱研市民公開講座「サトウキビの糖蓄積と品種の特性」を開催
　JIRCAS 熱帯・島嶼研究拠点 ( 沖縄県石垣市：熱研 ) は、平成 28 年 10 月 25 日に
石垣市健康福祉センターにおいて、第 39 回熱研市民公開講座「サトウキビの糖蓄積と
品種の特性（講師：寺島義文主任研究員）」を開催しました。
　今回の「サトウキビの糖蓄積と品種の特性」では、サトウキビの糖蓄積の仕組み、海
外や日本のサトウキビ生産地の栽培・環境条件の特徴及び石垣での糖蓄積の特徴と主
要品種の特性などについて紹介いたしました。サトウキビの糖度は栽培・環境条件と品
種の生物学的な特性によって決まるため、多様な要因が複雑に絡み合っています。石垣
島における 2015/2016 年製糖期の低糖度の要因については、複雑な気象条件の影響
も含めて因果関係を説明しました。参加者からは、人為的に管理・制御できる灌水や施
肥などについて活発な質問や意見をいただきました。

〇第 12回 JIRCAS サイエンスカフェを開催
　平成 28 年 12 月 12 日、東京農工大学農学部において第 12 回 JIRCAS サイエン
スカフェ「西アフリカで砂漠化と戦う－若き土壌学者の挑戦－」を開催しました。
 　講演者の当センター生産環境・畜産領域伊ヶ崎健大研究員は、ニジェールやブルキ
ナファソなどの西アフリカ諸国において、現地の研究者とともに砂漠化問題に関する研
究を行っており、西アフリカでの生活環境や砂漠化の現状などを解説するとともに、伊ヶ
崎研究員が開発した西アフリカでの新たな砂漠化対処技術についても紹介しました。

＊ �JIRCAS は、センターの活動や研究者の取組み状況等について情報発信するため、JIRCAS
サイエンスカフェを開催しています。

〇第 40回熱研市民公開講座「アジアの熱帯果樹の多様性」を開催
　JIRCAS 熱帯・島嶼研究拠点 ( 沖縄県石垣市：熱研 ) は、平成 28 年 12 月 13 日に
石垣市健康福祉センターにおいて、第 40 回熱研市民公開講座「アジアの熱帯果樹の多
様性（講師：山中慎介主任研究員）」を開催しました。
　今回の「アジアの熱帯果樹の多様性」では、アジア各地で生産されている熱帯果樹
の種類や品種、その特性について紹介し、熱研でのパッションフルーツ育種の実例に
も触れながら、品種によって異なる様々な特性（多様性）を利用した熱帯果樹の今後
の可能性について説明しました。参加者からは、果実の機能性成分の活用、輸出入禁
止の果物・植物の取扱などについて活発な質問や意見をいただきました。

＊ �JIRCAS 熱帯・島嶼研究拠点 ( 熱研 ) では、熱研の研究活動の一端を分かり易く紹介し、研究活
動を理解していただくとともに研究情報が市民のみなさまの生活の一助になることを期待し、熱
研市民公開講座を 2007 年 5 月より開催しています。

〇アグリビジネス創出フェア 2016に出展
　平成 28 年 12 月14 日～ 16 日に東京ビッグサイト（東京都江東区有明）で開催された「アグリビジネス創出フェア 2016」に出
展しました。同フェアは全国の産学の機関が有する、農林水産・食品分野などの最新の研究成果を展示やプレゼンテーションなどで分
かりやすく紹介し、研究機関間や研究機関と事業者との連携を促す場として開催する「技術交流展示会」です。
　JIRCAS の展示では、平成 27 年度の成果情報から関連する研究成果として、下記の６課題および成果情報集などを展示・配布、
JIRCAS 紹介ビデオの上映を行ないました。
• �西ジャワ高原野菜生産で、入手の容易な馬糞堆肥施用により減収せずに化肥施用を半
減できる

• 機械収穫効率が高いエリアンサスの栄養繁殖品種「JEC1」の育成
• ラオスの養魚餌料として有望なアメリカミズアブの周年採卵技術
• 微酸性電解水を用いた豆類スプラウトの生産性向上
• タイ伝統発酵食品データベースの構築
• タイ産の高い塩分耐性を持つ新規ジュズモ属緑藻によるウシエビの生産性向上
　来場者の皆様から、JIRCAS の紹介内容について、詳細な内容や実用化の可能性等に
ついて具体的な質問があり、様々な分野の皆様と研究・技術に関する情報交換ができま
した。 JIRCAS 展示ブース

JIRCAS サイエンスカフェの様子

サトウキビについての熱研市民公開講座
の様子

熱帯果樹についての熱研市民公開講座の様子
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〇研究成果の紹介（プレスリリース）
　高温で働く植物の遺伝子スイッチがデザイン可能に
　　―目的の遺伝子発現を温度でコントロール―

　国立研究開発法人国際農林水産業研究センター（JIRCAS）、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）、国立
大学法人岐阜大学、岐阜聖徳学園大学、国立研究開発法人理化学研究所、国立大学法人高知大学、国立大学法人東京大学は、植物のゲ
ノムを網羅的に比較解析することで、世界で初めて高温で特異的に働く遺伝子スイッチのデザイン（DNA 配列の最適化）を可能にしま
した。高温で特異的に機能する遺伝子スイッチの研究は基礎生物学への貢献だけでなく、将来的には、高温障害が懸念される地域の作
物開発や、温度管理された植物工場で栽培される高付加価値な作物開発へ活用されることが期待されます。
　本研究成果は、英国で発行している国際科学専門誌「The Plant Journal」電子版（日本時間 2016 年 11 月17 日 7 時）に掲載さ
れました。

〇平成 29年度委託研究の公募について
　平成 29 年度委託研究募集の公募を JIRCAS ホームページにて 4 月上旬より行います。
委託研究課題名及び応募要領を同時に掲載しますので、ご確認ください。

〇JIRCASニュース80号「JIRCASにおける虫研究」の訂正
　ニュース 80 号の 5 頁「ウンカの飛来源、ベトナムにおけるウンカの研究」の記事で、「一定面積を枯らしてしまうために「坪枯れ」（写
真）と呼ばれます。」とあるのは、「一定面積を枯らしてしまうために「坪枯れ」と呼ばれます。」の誤りでした。

JIRCASでは、メールマガジンを配信して、JIRCASの様々な情報をお知らせしております。下記URLで、JIRCASホー
ムページのメールマガジンを確認することができます。
JIRCASメールマガジンの配信を希望される方は、受信環境を確認の上、ご登録ください。
https://www.jircas.go.jp/ja/public_relations/jircas_mailmagazine

図　高温で特異的に働く遺伝子スイッチ
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